
MS-5
Analog Synthesizer with 37 Full-Size Keys, 2 VCOs, Multi-Mode VCF,  
VCA, 2 LFOs, 2 Envelopes and Ring Modulator

V 0.0
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注意
感電の.恐れがありますので、
カバーやその他の部品を取り

外したり、開けたりしないでください。高
品質なプロ用スピーカーケーブル（¼" TS 標
準ケーブルおよびツイスト ロッキング プ
ラグケーブル）を使用してください。

注意
火事および感電の危険を防ぐ
ため、本装置を水分や湿気の

あるところには設置しないで下さい。装置
には決して水分がかからないように注意
し、花瓶など水分を含んだものは、装置の
上には置かないようにしてください。

注意
このマークが表示されている
箇所には、内部に高圧電流が

生じています。手を触れると感電の恐れが
あります。

注意
取り扱いとお手入れの方法に
ついての重要な説明が付属の

取扱説明書に記載されています。ご使用の
前に良くお読みください。

注意

1. 取扱説明書を通してご覧ください。
2. 取扱説明書を大切に保管してくだ
さ い。
3. 警告に従ってください。
4. 指示に従ってください。
5. 本機を水の近くで使用しないでくだ
さ い。
6. お手入れの際は常に乾燥した布巾を使
ってください。
7. 本機は、取扱説明書の指示に従い、
適切な換気を妨げない場所に設置してく
ださい。取扱説明書に従って設置してくだ
さい。
8. 本機は、電気ヒーターや温風機器、
ストーブ、調理台やアンプといった熱源か
ら離して設置してください。

9. ニ極式プラグおよびアースタイプ 
( 三 芯) プラグの安全ピンは取り外さない
でください。ニ極式プラグにはピンが二本
ついており、そのうち一本はもう一方よりも
幅が広くなっています。アースタイプの三芯
プラグにはニ本のピンに加えてアース用の
ピンが一本ついています。これらの幅の広
いピン、およびアースピンは、安全のための
ものです。備え付けのプラグが、お使いの
コンセントの形状と異なる場合は、電器技
師に相談してコンセントの交換をして下さ
い。
10.  電源コードを踏みつけたり、挟んだり
しないようご注意ください。電源コードや
プラグ、コンセント及び製品との接続には
十分にご注意ください。
11.  すべての装置の接地（アース）が確保
されていることを確認して下さい。
12.  電源タップや電源プラグは電源遮断
機として利用されている場合には、これが
直ぐに操作できるよう手元に設置して下
さ い。

13.  付属品は本機製造元が指定したもの
のみをお使いください。

14.  カートスタン
ド、三脚、ブラケッ
ト、テーブルなど
は、本機製造元が
指定したもの、もし
くは本機の付属品
となるもののみをお
使いください。カー

トを使用しての運搬の際は、器具の落下に
よる怪我に十分ご注意ください。 
15.  雷雨の場合、もしくは長期間ご使用に
ならない場合は、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
16.  故障の際は当社指定のサービス技術
者にお問い合わせください。電源コードも
しくはプラグの損傷、液体の装置内への浸
入、装置の上に物が落下した場合、雨や湿
気に装置が晒されてしまった場合、正常に
作動しない場合、もしくは装置を地面に落
下させてしまった場合など、いかなる形で
あれ装置に損傷が加わった場合は、装置
の修理・点検を受けてください。

17.  本製品に電源コード
が付属されている場合、
付属の電源コードは本製
品以外ではご使用いただ
けません。電源コードは
必ず本製品に付属された
電源コードのみご使用く
ださい。

18.  ブックケースなどのような、閉じたス
ペースには設置しないでください。
19.  本機の上に点火した蝋燭などの裸火
を置かないでください。
20.  電池廃棄の際には、環境へのご配慮
をお願いします。電池は、かならず電池回
収場所に廃棄してください。
21.  本装置は 45°C 以下の温帯気候でご使
用ください。

ここに含まれる記述、写真、意見の全
体または一部に依拠して、いかなる人が
損害を生じさせた場合にも、Music Tribe 
は一切の賠償責任を負いません。技術
仕様、外観およびその他の情報は予告
なく変更になる場合があります。商標
はすべて、それぞれの所有者に帰属し
ます。Midas、Klark Teknik、Lab Gruppen、 
Lake、Tannoy、Turbosound、TC Electronic、 
TC Helicon、Behringer、Bugera、Aston Microphones 
および Coolaudio は Music Tribe Global Brands 
Ltd. の商標または登録商標です。© Music 
Tribe Global Brands Ltd. 2023 無断転用禁止。

適用される保証条件と Music Tribe の限
定保証に関する概要については、オン
ライン上 community.musictribe.com/pages/
support#warranty にて詳細をご確認く
ださい。

安全にお使いいただくために

限定保証

法的放棄
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MS-5 フックアップ 
ステップ 1: フックアップ Band / Practice System

Practice System

Studio System

Studio Monitors

Audio Interface
USB B

USB B

Power
Adapter

Desktop Computer

Headphones

USB A

USB A

Power
Adapter

Keyboard Ampli�er

Power
Adapter

Headphones
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MS-5 コントロール 
ステップ 2: コントロール
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MS-5 コントロール 
ステップ 2: コントロール トップパネル

LFO 1 部
1. REVERSE (リバース) – LFO1 の波形を、

ノコギリ波または逆ノコギリ波より選
択します。

2. RATE (レート) – LFO 1 のスピードを調節
します（0.1 Hz - 20 Hz)。

LFO 2 部
3. RATE (レート) – LFO 2 のスピードを調節

します (0.1 Hz- 20 Hz)。
4. DELAY TIME (ディレイタイム) – LFO 2 サ

イン波が開始するまでの時間の長さを
設定します (0 s – 4 s)。

SAMPLE/HOLD (サンプル／ホールド)
5. SAMPLE TIME (サンプルタイム) – サ

ンプルアンドホールド サンプリン
グクロックのレートを調節します 
(2 s – 15 ms)。 

6. LAG TIME (ラグタイム) – 出力が、前の
サンプルから現在のサンプルボルテ
ージになるまでの時間を調節します 
(0 s – 0.5 s)。

7. 波形選択 – サンプル信号に、ノコギリ
波、三角波またはランダム、いずれかを
選択します。

ノイズジェネレーター部
8. NOISE GEN (ノイズジェネレーター) – 

WHITE (ホワイトノイズ) と PINK (ピンク
ノイズ) のいずれかを選択します。

VCO 1 部
9. モジュレーション波形選択 – VCO 1の

周波数モジュレーションを、ノコギリ
波、サイン波、スクエア波、および S/H 
(サンプルアンドホールド)、いずれかの
シェイプより選択します。 

10. パルス幅波形選択 – パルス幅変調の
ために三角形、正方形、または手動調
整のいずれかを選択します。

11. MOD (モジュレーション) – 選択した
シェイプのモジュレーションの深さ
を、0 – 10 の間で調節します。

12. PULSE WIDTH (パルス幅) – パルス幅
(PW) のデプスを 0 – 10 の間で調節
します。パルス幅波形選択 スイッチ
を ”MANUAL (手動)“ に設定している場
合、50% - 98% のデューティ アジャスト
となります。 

13. PITCH (ピッチ) – VCO 1 のピッチを、セミ
トーン（半音）単位で、 -7 から 7 の範
囲で調節します。

14. WAVE FORM (波形) – VCO 1 の波形を、
三角波、ノコギリ波、スクエア波、パル
ス波のいずれかより選択します。

15. SYNC OUT (同期出力) – VCO2 を VCO1 に
同期する、同期 (シンク) 設定および
同期のタイプを決定します。Sync 出力: 
WEAK (弱)、OFF (オフ)、 
STRONG (強)。 

16. RANGE (レンジ) – 周波数をオクターブ
レンジで選択します: 32' 16' 8' 4' 2'。

VCO 2 部
17. モジュレーター波形選択 – VCO 2 の周

波数モジュレーションを、ノコギリ波、
サイン波、スクエア波、ADSR、いずれか
より選択します。

18. パルス幅モード選択 – パルス幅モジ
ュレーションの調節方法を、ADSR また
は MANUAL (手動) のいずれかより選択
します。

19. MOD – 選択したシェイプのモジュレー
ションデプスを、0 – 10 の間で調節し
ます。

20. PULSE WIDTH (パルス幅) – パルス幅
(PW) のデプスを 0 – 10 の間で調節
します。パルス幅波形選択 スイッチ
を ”MANUAL (手動)“ に設定している場
合、50% - 98% のデューティ アジャスト
となります。 

21. PITCH (ピッチ) – VCO 2 のピッチを、セミ
トーン（半音）単位で、-7 から 7 の範
囲で調節します。

22. WAVE FORM (波形) – VCO 2 の波形を、
三角波、ノコギリ波、スクエア波、パル
ス波のいずれかより選択します。

23. KYBD FOLLOW (キーボードフォロー) – 
VCO 2 をキーボードに追随させるかどう
かを選択します。

24. RANGE (レンジ) – 周波数をオクターブ
範囲で選択します: 32' 16' 8' 4' 2'。

25. リングモジュレーターシェイプ選択 – 
ノコギリ波、サイン波、スクエア波、ノ
イズのいずれかを選択します。

26. EXT IN/VCO-1 (外部入力 / VCO-1) – RING 
MOD のX 入力を、EXT IN (外部入力) 
または VCO 1 のいずれかより選択し
ます。

27. シェイプ選択 / VCO 2 – RING MOD の Y 
入力を、シェイプ選択または VCO 2 のい
ずれかより選択します。

Mixer (ミキサー) 部
28. NOISE (ノイズ) – 以下へパッチします: 

VCF, VCF/BPF, BPF, VCA。

29. VCO 1 – 以下へパッチします: 
VCF, VCF/BPF, BPF, VCA。

30. VCO 2 – 以下へパッチします:  
VCF, VCF/BPF, BPF, VCA。

31. RING MOD (リングモジュレー
ター) – 以下へパッチします: 
VCF, VCF/BPF, BPF, VCA。

32. EXT IN（外部入力) – 以下へパッチしま
す: VCF, VCF/BPF, BPF, VCA。

33. NOISE（ノイズ) – レベル 0 - 10 で調節 
(オフ〜最大ゲイン)。

34. VCO 1 – レベル 0 - 10 で調節 (オフ~最
大ゲイン）。

35. VCO 2 – レベル 0 - 10 で調節 (オフ~最
大ゲイン)。

36. RING MOD (リングモジュレーター) – レ
ベル 0 - 10 で調節（オフ〜最大ゲイ
ン）。

37. EXT IN (外部入力) – レベル 0 - 10 で調
節（オフ〜最大ゲイン）。

BAND PASS FILTER (バンドパスフィルター) 部 
38. FREQUENCY (周波数) – バンドパスフィ

ルターの中央周波数を調節します。

39. RESONANCE (レゾナンス) – フィルター
のカットオフ周波数を強調する度合い
を調節します。

40. LEVEL (レベル) – バンドパスフィルタ
ーのレベルを調節します (オフ~最大
ゲイン）。

VCF 部
41. VCF モジュレーションシェイプ – フィ

ルターカットオフ周波数モジュレーシ
ョンのシェイプを、ノコギリ波、サイン
波、スクエア波、S /H のいずれかより選
択します。

42. MOD (モジュレーション) – 選択したシ
ェイプの、フィルターカットオフ周波数
のモジュレーションデプスを、0 – 10 の
間で調節します。

43. LPF/BPF/HPF – ローパスフィルター、バ
ンドパスフィルターまたはハイパスフィ
ルターのいずれかを選択します。

44. CUTOFF FREQ (カットオフ周波数) – LPF 
および  HPF のカットオフ周波数を調
節します。

45. RESONANCE (レゾナンス) – フィルター
のカットオフ周波数周辺を強調する度
合いを調節します。レゾナンス量を上げ
ると、自励発振します。

46. KYBD FOLLOW (キーボードフォロー) – 
フィルターへのキーボードトラッキング
の量を、トラッキングなしから 1 V/オク
ターブまで調整します。

47. SENS. (感度) – フィルターに適用する
エンベロープジェネレーターの、効果
の感度を調節します。 

48. AR/ADSR – AR、ENV または ADSR エンベ
ロープのいずれを VCF が追随するかを
選択します。

VCA 部
49. VCA モジュレーションシェイプ – ノコ

ギリ、サイン、スクエア、のいずれかよ
りモジュレーションシェイプを選択し
ます。

50. MOD (モジュレーション) – VCA で選択
したシェイプのモジュレーションデプ
スを、0 – 10 の間で調節します。

51. HOLD (ホールド) – ホールドしたノート
のレベルを変更します。高く設定する
と、エンベロープジェネレーターより優
位になります。

52. PANNING (パンニング-定位) – ステレ
オ音場におけるサウンドの位置を調節
します。

53. AR/ADSR – AR、ENV または ADSR エンベ
ロープのいずれを VCA が追随するかを
選択します。

54. OUT LEVEL (出力レベル) – VCA 部の出力
レベルを設定します (オフ~最大)。

ENVELOPE GEN (エンベロープジェネ
レーター) 部
55. ADSR トリガーパッチ – ADSR エンベロ

ープのトリガーソースを、 KYBD (キーボ
ード)、S/H、LFO 2 または EXT（外部）の
いずれかより選択します。

56. AR トリガーパッチ  – AR のトリガーソ
ースを、 KYBD (キーボード)、 
S/H、LFO 2 または EXT (外部) のいずれか
より選択します。

57. ATTACK (*アタック) – AR エンベロ
ープのアタックタイムを調節します
(0 s – 10 s)。

58. RELEASE (リリース) – AR エンベロ
ープのリリースタイムを調節します 
(0 s – 15 s)。

59. ATTACK – ADSR エンベロープのアタック
タイムを制御します (0 s – 10 s)。

60. DECAY (ディケイ- 減衰) - ADSR エンベ
ロープのディケイタイムを制御します(0 
s – 15 s)。

61. SUSTAIN (サステイン) - ADSR エンベロ
ープのサステインレベルを制御します 
(0 V – 7 V)。

62. RELEASE (リリース) - ADSR エンベロ
ープのリリースタイムを制御します
(0 s – 15 s)。

63. 音量  – ヘッドフォンのメイン出力音量
を制御します。

64. ヘッドフォン – ヘッドフォンを接続す
るための ¼ インチ (6.35 mm) TRS コネク
ターです。

65. POWER (電源) – on/off スイッチ。
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MS-5 コントロール 
ステップ 2: コントロール コントローラー

66. PORTAMENTO TIME (ポルタメントタイ
ム) - ノート間のグライド (ポルタメン
ト) のレートを設定します。

67. TUNE (チューン) –  セミトーン単位
で、±2 の範囲でシンセのチューニング
を調節します。

68. SEMI/WHOLE/QUINT（セミ / ホール / ク
イント） – ベンド幅をセミトーン、ホ
ールトーン、5 度のいずれかに設定し
ます。

69. PORTAMENTO (ポルタメント設定) – 
VARIABLE (可変)、OFF (オフ) または FIXED 
(固定) のいずれかより選択します。

70. VCO/VCF – VCO と VCF のいずれをベンダ
ーで制御するかを選択します。VCF 選択
時は Semi/Whole/Quint スイッチが無効
になり、フィルターの広帯域のスイープ
が可能になります。

71. TRANSPOSE (トランスポーズ) – L (ロー)
、M（ミディアム) または  H (ハイ)の 3 
種類の設定があります。それぞれ、1 オ
クターブ移動し、出力 CV が 1 ボルト
増加します。  

72. BENDER (ベンダー) – ピッチベンドコン
トロール。

背面部
73. DC IN (DC 入力） – 付属の電源サプラ

イを使用します。

74. USB – 標準 USB ケーブルでコンピュー
ターと接続します。

75. MIDI IN – シーケンサーや DAW など、
外部 MIDI 機器からの MIDI 信号を入力
します。

76. MIDI OUT – 外部 MIDI 機器に MIDI デー
タを出力します。 

77. MIDI THRU – MIDI IN から入力した信号
をそのまま外部機器に出力し、チェイ
ン接続します。 

78. KYBD CV OUTPUT (キーボード CV 出力) 
– 0 V ~ 10 V の範囲。 

79. KYBD CV INPUT (キーボード CV 入力） – 
0 V ~ 10 V の範囲。

80. KYBD GATE OUTPUT (キーボードゲート
出力) ゲートオフとして 0V、ゲートオン
として 5V。 

81. KYBD GATE INPUT (キーボードゲート入
力) – ゲートオフとして 0 V、ゲートオン
として 5 V。

82. AUTO-TUNE (オートチューン) –電源LED 
が点滅するまで長押しします。チューニ
ングにはおよそ 2 分間かかります。

83. TRIG IN (トリガー入力) – 外部トリガー
を入力します。0 V – 5 V に対応します。

84. AUDIO IN (オーディオ入力) – 外部オー
ディオを入力します。

85. INPUT LEVEL (入力レベル)- ラインレベ
ル信号には ”H (ハイ)” を、ギターなど
の楽器には ”M (ミディアム)” を、マイク
ロフォンには ”L (ロー)” レベルを選択
します。

86. RIGHT (右) – 右オーディオ信号を出力
する ¼ インチ (6.35 mm) TRS コネクタ
ー。

87. LEFT (左) – メイン信号を出力する 
¼インチ (6.35 mm) TRS コネクター。

88. LEVEL (出力レベル) - レベルを 
H (ハイ)、M (ミディアム) または 
L  (ロー) より選択します。

89. VCF – フットペダルを使用すると、フ
ィルター周波数を、コントロール 44の
設定値から上に向かってスウィープし
ます。

90. VCO – フットペダルを使用すると、VCO 
の周波数を上に向かってスウィープし
ます。

91. OUTPUT (出力) –  エフェクト機器をイ
ンサートしてループを生成するための
VCA 出力です。 

92. INPUT (入力) – HOLD および PANNING コ
ントロールへの入力で、ボリュームペダ
ルまたはその他のエフェクト機器をイ
ンサートしてループを生成します。メイ
ン出力 および ヘッドフォン出力にフィ
ードします。

MS-5 はじめに 
ステップ 3: はじめに 概要 

この「はじめに」ガイドは、MS-5 のセット
アップと、その機能の簡単な導入に役立ち
ます。 

接続 

MS-5 をシステムに接続するには、このドキ
ュメントの前の接続ガイドを参照してくだ
さい。 

ソフトウェアのセットアップ 

MS-5 は USB クラス準拠の MIDI デバイスで
あるため、ドライバーのインストールは必
要ありません。MS-5 では、Windows および 
MacOS で動作する追加のドライバーは必要
ありません。 

ハードウェアのセットアップ 

システム内のすべての接続を確立します。
接続を行う場合は、MS-5 の電源をオフに
します。 

サウンドシステムの電源がオフになってい
ることを確認します。 

MS-5 の電源を入れてから、電源アンプを
オンにして、最後に電源を切ります。これ
により、スピーカーの「ポップまたはサウン
ド」のオン/オフを防ぐことができます。 

ウォームアップ時間 

MS-5 がウォームアップするまでに 15 分以
上の時間を残してから、録画またはライ
ブ パフォーマンスを行うことをお勧めし
ます。(寒さから持ち込まれた場合は長く。
これにより、高精度アナログ回路が通常の
動作温度に達し、性能を調整することが
できます。 

ファームウェアの更新 

ベーリンガー SYNTHTRIBE アプリのアップデ
ートについては、定期的に behringer.com ウ
ェブサイトをチェックしてください。アプリ
は、ダウンロードして MS-5 を更新するた
めに使用できる最新のファームウェアファ
イルを探します。
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技術仕様
シンセサイザーアーキテクチャ

声の数 2 モノフォニック
タイプ アナログ
発振器 2
LFO 2
VCF 1 つの 4 極ローパス、1 極 ハイパス
バンドパスフィルター 1
VCA 1 VCA
封筒 1 AR、1 ADSR、1 固定
リングモッド 1
サンプル/ホールド 1
ノイズ 白、ピンク

接続性
電源入力 + 12 VDC 入力コネクタ
電源スイッチ ロッカースイッチ、オン/オフ
USB (MIDI) USB 2.0、タイプ B
MIDI イン / アウト / 
スルー 3 x5 ピン DIN / 16 チャネル 

KYBD CV の TS 3.5 mm、不平衡、0 V ~ 10 V の範囲
KYBD CV アウト TS 3.5 mm、不平衡、0 V ~ 10 V の範囲

KYBD ゲート TS 3.5 mm、不平衡、ゲートオフとして  
0V、ゲートオンとして 5V

KYBD ゲートアウト TS 3.5 mm、不平衡、ゲートオフとして  
0V、ゲートオンとして 5V

EXT トリガー入力 TS ¼"、不平衡、0 V~ + 10 V、トリガー電
圧 = > +3 V

EXT オーディオ入力 TS ¼"、不平衡、最大+ 13 dBu
EXT 入力ゲインスイ
ッチ

低= + 44 dB、中= +20 dB、高=ユニティ
ゲイン dB

メインステレオ出力 2 x TRS ¼"、サーボバランス、 
最大 +13.0 dBu 

出力レベルスイッチ 低= -24 dB、中= -12 dB、高=ユニティゲ
イン

出力レベル発現コン
トローラー出力

TS ¼"、不平衡、最大出力レベル 
= +13 dBu

出力レベル式コント
ローラー入力

TS ¼"、不平衡、最大入力レベル 
= +13 dBu

VCF 式コントローラー TRS ¼"、不平衡、10 k ポテンショメータコ
ントローラー、範囲 +2.5 オクターブ

VCO 式コントローラー TRS ¼"、不平衡、10 k ポテンショメータコ
ントローラー、範囲 -1.5 オクターブ

ヘッドホン TRS ¼ "、不平衡、最大レベル= +9 dBu、
最大負荷= 32 Ω

USB 
タイプ クラス準拠の USB2.0、タイプ B
サポートされている
オペレーティングシ
ステム

Windows 7 以降 / Mac OS X10.10 以降

LFO 1  
コントロール レート 0~10 (0.1 Hz~20 Hz)
スイッチ 波形出力: のこぎり波 / 逆のこぎり波

LFO 2

コントロール
レート: 0~10 (0.1 Hz~20 Hz)
遅延時間: 0~10 (0~4 秒) は正弦波にの
み影響します

スイッチ 波形出力: 三角形 / 正方形 / 正弦
サンプル / ホールド

コントロール
サンプル時間: 0 から 10 (2 秒から 15 ミ
リ秒)
遅延時間: 0 から 10 (0 秒から 500 ミ
リ秒)

スイッチ ソース選択: 鋸歯 / 三角形 / ランダム
VCO1 セクション

コントロール

Mod: 0~100 (0%-100%)
パルス幅: 0~10 (50%-98%)
ピッチ: -7~ +7 半音
波形選択: 三角形ののこぎり波、
方形波、パルス
範囲: 32 '16' 8 '4' 2 ' (オクターブステップ)

スイッチ
モジュレーションソース: 鋸歯状 / 正弦
波 / 正方形 / S&H
パルス幅変調ソース: 三角/正方形/手動
同期アウト: 弱い / オフ / 強い

VCO2 セクション

コントロール

Mod: 0~100 (0%-100%)
パルス幅: 0~10 (50%-98%)
ピッチ: -7~ +7 半音
波形選択: 三角形、のこぎり波、 
方形波、パルス
範囲: 32 '16' 8 '4' 2 ' (オクターブステップ)

スイッチ
モジュレーションソース: 鋸歯 / 正弦 / 
正方形 / ADSR
パルス幅変調ソース:  ADSR /マニュアル
KYBD フォロー: オン / オフ

リングモッド
スイッチ X 入力ソース: Ext in / VCO 1

Y 入力ソース: VCO 1 / 鋸歯 / 正弦 / 正
方形 / ノイズ

ミキサーセクション

コントロール レベルコントロール：ノイズ、VCO-1、 
VCO-2、リングモッド、内線：0~10 

スイッチ 信号宛先セレクター: VCF、VCF / 
BPF、BPF、VCA

バンドパスフィルター

コントロール
周波数: 0~10 (100 Hz~10 kHz)
共鳴: 0~10
レベル: 0~10

VCF

コントロール

カットオフ周波数、自励発振範囲: 0~10 
(35 Hz~20 kHz)
共鳴: 0~10 
Mod レベル: 0~10 (0%-100%)
キーボードフォロー: 0~10 (0%-100%)
感度 ADSR: 0~10 (0%-100%)

スイッチ

Mod ソース選択: 鋸歯 / 正弦 / 正方形 
/ S / H
フィルター選択：LPF / BPF / HPF
フィルターエンベロープ選択: AR /固
定/ ADSR

VCA

 コントロール

ホールド: 0 から 10 (-∞ からユニティゲ
イン)
パン: Lから R 
Mod レベル: 0~100 (0%-100%)
出力: レベル 0~10 (-∞ からユニティゲ
イン)

 スイッチ Mod 形状: 鋸歯状 / 正弦波 / 正方形
アンプエンベロープ選択：AR / 固定 / 
ADSR

封筒 Gen

 コントロール

AR 攻撃: 0~10 (0~10 秒)
AR リリース: 0~10 (0~15 秒)
ADSR 攻撃: 0~10 (0~10 秒)
ADSR 減衰: 0 から 10 (0-15 秒)
ADSR サステイン: 0 から 10 (0 V-7 V)
ADSR リリース: 0~10 (0~15 秒)

 スイッチ ADSR トリガーソース: Kybd、S / H、 
LFO-2、EXT
AR トリガーソース: Kybd、S / H、 
LFO-2、EXT

出力
 電話 0~10 (-∞ からユニティゲイン)

コントローラセクション

 コントロール 
ポルタメント時間: 0 から 10 (0 から 6 秒)
チューニング: ±2 半音
ピッチベンダー

 スイッチ

ベンダー VCO 範囲: セミ / 全体 / 
クイント (5 番目)
ベンダーの宛先: VCO / VCA 
ポルタメント: 可変 / オフ / 固定= 20 秒
トランスポーズ: 低 / 中 / 高 (オクター
ブステップ)

 キーボード 37 個のセミウェイトフルサイズキー

 キーボードから VCO 
の範囲

レンジとトランスポーズコントロールの
みを使用する C0 から C9 に注意してく
ださい

オートチューン
 スイッチ VCO を調整します

電力要件
 PSU 12 V DC 1000 mA
 消費電力 最大 12 W
 電源 LED 電源とオートチューンインジケーター

物理的
標準動作温度範囲 5°C– 45°C (41°F – 113°F)

寸法 (H x W x D) 90 x 647.5 x 360.7 mm  
(3.56 x 25.49 x 14.20 ")

重さ 9.88 Kg (21.78 ポンド)
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その他の重要な情報

1. ヒューズの格納部 / 電圧の選択:  
ユニットをパワーソケットに接続する前
に、各モデルに対応した正しい主電源を
使用していることを確認してください。
ユニットによっては、230 V と 120 V の 
2 つの違うポジションを切り替えて使う、
ヒューズの格納部を備えているものがあ
ります。正しくない値のヒューズは、絶
対に適切な値のヒューズに交換されてい
る必要がありま す。

2. 故障: Music Tribe ディーラーがお客様
のお近くにないときは、musictribe.com の 
“Support” 内に列記されている、お客様の国
の Music Tribe ディストリビューターにコン
タクトすることができます。お 客様の国
がリストにない場合は、同じ musictribe.com 
の “Support” 内にある “Online Support” でお客
様の問題が処理できないか、チェックし
てみてください。あるいは、商品を返送
する前に、musictribe.com で、オンラインの
保証請求を要請してください。

3. 電源接続: 電源ソケットに電源コー
ドを接続する前に、本製品に適切な電圧
を使用していることをご確認ください。
不具合が発生したヒューズは必ず電圧お
よび電流、種類が同じヒューズに交換す
る必要があります。

その他の重要な情報
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